
　高炉スラグ微粉末を使用したコンクリートにおいて，現
行の促進中性化試験の結果が実構造物における中性化の挙
動と必ずしも一致しないことが報告されてきました。そこ
で，高炉スラグ微粉末を含む種々の配合のコンクリート，
モルタル供試体を作製し，実構造物の置かれた環境を考慮
して種々の養生および試験条件の下で促進中性化試験を行
いました。その結果，実環境における高炉スラグの置換が
中性化に与える影響は，促進試験における高濃度CO2環
境下と比較して小さく，普通ポルトランドセメントのそれ
と比較して大きな差はないことがわかりました。また，実
構造物では，養生条件の影響を強く受ける表層部分の圧縮
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強度あるいは反発度とCa（OH）2量を考慮して中性化に対す
る抵抗性を評価できるものと推察されました。
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中性化速度係数y
y=－1.30×表層の圧縮強度（MPa）
　　+(－1.44×Ca（OH）2量（%））+93.3
R2=0.87


